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　従来のRF受信システムでは，コイルで
受信したアナログ信号をアナログ転送し，
機械室でアナログ/デジタル変換して計測
されている。そのため，コイルのチャンネ
ル数以上の受信プラットフォームが必要
になる。新世代RF受信システムでは，コ
イルで受信したアナログ信号をコイル内で
デジタル変換し，コイルからデジタルで光
転送される。そのため，転送によるSNR
の劣化がなく，SNRは最大約40％近く
向上する。さらに，RFプラットフォーム
のチャンネル数増設が必要ない（図1）。

画像の質改善ができるようになった。
　当院では，新システムを用いたフィリッ
プス社の「Ingenia�3 .0T」（図2）を導入し，
術前検査等での活用を開始した。本稿では，
Diffusion�weighted�Whole�body�Imag-
ing�with�Background�body�Signal�sup-
pression（DWIBS）法で撮像した症例に
ついて報告する。

MR撮像方法

　MRI装置はIngenia 3 .0T，受信コイ
ルはanterior coil（16ch）とposterior 
coil（12ch）を使用した。
　DWIBS のシーケンスは DWI-EPI-
STIR で，TR 8000 ms，TI 250 ms，
TE 75 ms，b 値 1000 s/mm2，FOV 
280mm×548mm，マトリックス 98×
187，SENSE factor 5，加算回数 2で
撮像した。スライス厚 5mm，40スライ
スで，撮像方向は冠状断とした。1sta-
tion 2分48秒，頭部から大腿部までは
4stations約12分であった。

　また，送信技術についても，従来の
single� transmitterでは局所SARが上昇
してしまうため，撮像条件が制限され，時
間が延長される。MultiTransmit（新RF
送信技術）を用いると，プリスキャンで
RF分布を確認し，患者ごとにRFパルス
を最適化することができる。そのため，1.5T
に近いパラメータ設定が可能となり，操
作環境の自由度が増すことで，より速い
撮像が可能となる。特に腹部領域では，
信号ムラの減少や画像コントラストの改善，
脂肪抑制効果の向上などにより，大幅な
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図2　�当院Ingenia�3 .0T図1　従来のRF受信システムと新世代RF受信システムの比較

従来のRF受信システムでは，コイルで受信したアナログ信号を機械室までアナログ転送し，
機械室でアナログ/デジタル変換し計測される。

新世代RF受信システムでは，コイルで受信したアナログ信号をコイル内でデジタル変換し，
コイルからデジタルで光転送される。転送によるSNRの劣化がなく，高画質を実現した。

非常にコンパクトなアナログ/デジタル変換機を
開発し，コイルに内蔵。

コイルからいきなりデジタルで光転送。データの劣化がない。

コイルのチャンネル数以上の
受信プラットフォームが必要

アナログ転送距離が長い。 アナログ信号は機械室で計測
され，デジタル変換される。
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